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単
位
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策
達
成
の
た
め
の
事
務
事
業

区分

施策 4302
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民対象
健康の保持・増進のための健康相談や健康教育の実施し、疾病予防や健康づくりを支援す
る。

施
策
が
目
指
す
姿

健康教室等の年間延参加者数…8,000人（平成29年度目標値）(現状値7,249人)成
果
指
標

平成25年度
7,500.00
9,696.00

262,971
259,995

平成26年度
8,000.00
12,172.00

341,410
342,684

平成27年度
8,000.00
10,548.00

380,437
365,261

平成28年度
8,000.00

平成29年度
8,000.00

「健康づくり対策に対する市民満足度」を増やすためには、市民が様々な事業に参加し、
自分に合った健康づくりの方法を見つける必要があるため貢献度は高い。貢献度

一部の事業で達成度が低いものはあるが、身近な会場で健康づくりに関するイベントや、
健診結果に応じた健康教室、個別相談等を開催したことで目標は達成した。達成状況

多くの人が健康づくりに関心が持てるよう、様々な方法で周知し、関係団体に働きかけな
がら健康教育等を行っていく必要がある。課題

定期的な健康増進計画推進会議の開催により、市民及び関係団体、各機関がタイアップ事
業等の開催に向けて連携し、健康に対する意識の向上を図りたい。取組方針

成果指標である健康教室等の年間延参加者数が、目標値を大きく上回っていることは評価
できる。
今後は、さらなる健康づくり支援策として、生涯学習事業との連携やシニアクラブといっ
た各種団体との連携も検討し、健康寿命の延伸に取組んでみてはどうか。
さらに、若い世代の参加を促す取り組みとして、健康教室等の夜間及び休日開催も検討す
べきと考える。

外

部

評

価

270303
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

特定保健指導事業費（藤岡） 7,217

平成27年度

100
270304 特定保健指導事業費（都賀）

22500000

6,878 100
274201

保健福祉部 健康増進課

市民健康まつり開催事業費 2,778 100

市民の健康づくり支援

274202 ふれあい健康福祉まつり開催事業費（大平） 576 100
274206 ふれあい健康福祉まつり開催事業費（岩舟） 2,057 100
274301 健康増進計画推進事業費 20,169 100
274401 健康教育、相談事業費 19,516 100
274406 健康教育、相談事業費（岩舟） 6,009 100
724701 骨髄移植ドナー支援事業費 1,150 100
270302 特定保健指導事業費（大平）

単位施策評価表 所属

12,740 98

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



単位施策評価表 所属

単

位

施

策

達

成

の

た

め

の

事

務

事

業

保健福祉部 健康増進課

4302施策

平成27年度 22500000

事業ｺｰﾄﾞ 名 称
市民の健康づくり支援

270301
ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円)

特定保健指導事業費
達成度

12,250 97
275001 自殺予防事業費 8,686 93
274403 健康教育、相談事業費（藤岡） 4,432 90
270306 特定保健指導事業費（岩舟） 6,800 80
274404 健康教育、相談事業費（都賀） 5,315 77
270305 特定保健指導事業費（西方） 3,694 75
274204 市民健康まつり開催事業費（都賀） 408 70
274402 健康教育、相談事業費（大平） 4,834 67
274405 健康教育、相談事業費（西方） 6,653 43
216403 渡良瀬の里管理運営費 34,339 1
274101 健康増進課一般経常事務費 8,522 1
274102 健康増進事務費（大平） 3,228 1
274103 健康増進事務費（藤岡） 3,813 1
274104 健康増進事務費（都賀） 914 1
274105 健康増進事務費（西方） 2,551 1
275502 大平健康福祉センターゆうゆうプラザ管理運営費 82,541 1
650201 栃木保健福祉センター管理運営費 27,130 1
650203 藤岡保健福祉センター管理運営費 3,782 1
650204 都賀保健センター管理運営費 6,658 1
650205 西方保健センター管理運営費 3,182 1
711906 岩舟健康福祉センター遊楽々館管理費 56,439 1
275101 健康訪問用自動車購入費 0 0
734801 医療用ウィッグ購入費補助金 0



平成２７年度　　　単位　施策評価表　補表

施策

妥当性 妥当
健康増進法や高齢者医療の確保に関する法律等で市が実施すべ
き事業であり、市民の健康増進を図るため妥当である。

コスト削減の余地 有
地域により事業内容に差が見られるため、統一化統合化を
図ることにより、コスト削減の余地はある。

受益者負担 適正
気軽に参加することで健康づくりに関心を持ってもらうたことを目的
に実施しているため、受益者負担を求めることは好ましくなく適正で
ある。

上位貢献度 有効
健康相談・健康教育の実施は、疾病予防や健康づくりの基
本であることから、貢献度は高い。

類似事業の有無 無 総合的に健康づくりを推進している類似の事業はない。

成果向上の余地 有
目標値を上回っているが、周知の拡充などにより、参加者の
増加を図ることができる。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

　4302　　　市民の健康づくり支援

内部評価

区分

様々な方法(イベント・集団・個別等)や内容(運動・栄養・口腔・心の健康
等)を切り口にした事業に市民が参加することで、自分自身にあった健
康づくりの方法を見つけることができる。

健康教室等の参加者は、高齢者やリピーターが多いため、若い世代の
市民が健康づくりに関心を持てるように、ホームページ等による周知の
充実や開催日程の見直し、また職域等団体へ働きかけ等を行っていく
必要がある。

定期的に健康増進計画推進会議を開催し、市民の生活習慣の課題と
なっている「栄養・食生活」や「身体活動・運動」等6つの重点領域につい
て、保健・教育・産業等関係機関と事業連携し健康づくりを推進してい
く。
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業
改
善
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（改善内容とその効果を具体的に記入）

事
業
費･

指
標
の
推
移

事
業
費

健康教室等の年間延参加者数…8,000人（平成29年度目標値）(現状値7,249人)

国庫支出金

県支出金

地方債

その他特財

一般財源

事業費 a

人件費 b

減価償却費 c

総事業費
a＋b＋c

結果指標１

結果指標２

指標名 算出方法 単位 事
業
の
事
後
評
価

妥当性
コスト
削減の
余地

受益者
負担

上位
貢献度

類似事業
の有無

成果向上
の余地

事
業
の
内
容

そ
の
成
果

単位：千円、人

事
業
の
概
要

（事業完了（事業期間のない事業は平成３２年度）の目標）

達
成
目
標

栃木市健康増進計画に基づき、市民や関係機関団体・行政が一体となり市民の総合的な健康
づくりを推進する。平成26年度からの10か年計画とし、中間年には計画の中間評価をする。ま
た、平成27年10月から歯科衛生士を非常勤職員として採用し、専門知識を活用した歯と口の健
康づくりの推進を図る。
【主要事業】

事
会計

事業名

款項目 予算事業コード 事業区分 新規／その他 基本施策 単位施策

担当部課
係･担当チーム名 担当者

事業の性質 根拠法令等

主

従

事業期間 全体事業費
（人件費除） 千円

栃木市事務事業評価表 平成２７年度

一般 040101 274301 02 経常的事業 2 その他

健康増進計画推進事業費 4302 健康づくりの充実 市民の健康づくり支援

保健福祉部 健康増進課 成人保健第1係 白石孝江

2 自治事務 栃木市健康増進計画推進部会設置要綱 Ｈ２４ ～ Ｈ２９ 年度 11,057
（事業完了（事業期間のない事業は平成３２年度）までに、誰(何)を、どういう方法で、どうしたいのか。対象、手段の記入）

市民や関係機関・団体等と連携し栃木市健康増進計画の重点領域毎の目標達成に向けて事業
を実施する。

平成26年度決算額 平成27年度決算見込

0 0

0 0

0 0

0 0

761 1,419

761 1,419

18,750 18,750

0 0

19,511 20,169

10.00

15.00

6.00

29.00

平成２６年度 平成２７年度

【事業内容】①健康増進計画推進部会・庁内
実務者合同会議の開催②計画書作成（改定版
）④計画書概要版作成（改定版）⑤のぼり旗
の作成⑥イベント等における普及啓発⑦デリ
バリー等による健康教育

【事業内容】①健康増進計画推進部会・庁内
実務者合同会議の開催②重点領域の取組みの
実施③イメージキャラクターの活用④イベン
ト等における普及啓発⑤デリバリー等による
健康教育
【成果】①「栄養・食生活」・「歯と口の健
康」を重点テーマに取り組んだ②歯科衛生士
を活用し幼児健診時の指導を強化③計画概要
版を部会員及び庁内実務者を通じて市民に配
付し周知

会議回数

活動回数

推進部会・庁内実務者会議等の開催回数 H27目標値 10回

普及啓発活動の実施回数 H27目標値 20回

回

回 妥当 無 適正 有効 無 有

健康増進計画推進部会・庁内ワーキング合同会議を開催し、各関係機関・団体と情報の共有化を図り、今後さ
らに健康づくりの情報発信をすすめ事業の改善に努めていく。

成
果
目
標

施
策

保健福祉部 健康増進課

様式１


